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４
月
１
日
㈮
、
滋
賀
県
か
ら
移

管
を
受
け
た
「
荒
神
山
少
年
自
然

の
家
」
が
「
彦
根
市
荒
神
山
自
然

の
家
」
と
し
て
オ
ー
プ
ン
し
、
次

の
と
お
り
開
所
式
を
行
い
ま
す
。

　

式
典
の
後
、
荒
神
山
の
豊
か
な

自
然
に
囲
ま
れ
た
施
設
を
ご
覧
い

た
だ
く
た
め
、
内
覧
会
を
計
画
し

て
い
ま
す
。

　

多
数
の
皆
さ
ん
の
お
越
し
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時　

４
月
１
日
㈮　

午
後
１
時

30
分

場
所　

荒
神
山
自
然
の
家　

１
階

昇
降
口
（
日
夏
町
）

内
容　

テ
ー
プ
カ
ッ
ト
、
記
念
植

栽
（
花
壇
）、
彦
根
中
学
校
ブ
ラ

ス
バ
ン
ド
部
・
彦
根
古
城
太
鼓

の
演
奏
、
施
設
内
覧
会
な
ど

※
ひ
こ
に
ゃ
ん
も
登
場
す
る
予
定

　
「
彦
根
市
荒
神
山
自
然
の
家
」
と

し
て
生
ま
れ
変
わ
っ
た
施
設
を
案

内
し
ま
す
。

日
時　

開
所
式
終
了
後
（
午
後
２
時

頃
か
ら
）

集
合
場
所　

１
階
昇
降
口

内
容　

荒
神
山
自
然
の
家
の
職
員

が
、
施
設
を
案
内
し
ま
す
。

※
事
前
の
参
加
申
込
は
不
要
で
す
。

当
日
、
荒
神
山
自
然
の
家
に
、気

軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
駐
車
場
は
、
荒
神
山
公
園
駐
車

場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

施
設
の
概
要

【
本
館
】

●
宿
泊
室
・
定
員
１
６
６
人
（
洋

室
10
室
・
和
室
４
室
）　

●
食
堂

（
２
０
０
席
）　

●
学
習
室　

●

集
会
室

【
別
棟
】

●
艇
庫
・
指
導
棟　

●
研
修
棟

●
創
作
活
動
棟
（
ク
ラ
フ
ト
棟
）

【
野
外
施
設
】

●
キ
ャ
ン
プ
場　

●
キ
ャ
ン
プ

フ
ァ
イ
ヤ
ー
場　

●
冒
険
の
丘

４
月
１
日
オ
ー
プ
ン

 

彦
根
市
荒
神
山
自
然
の
家

開
所
式

内
覧
会

●
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
コ
ー
ス

（
５
コ
ー
ス
）　

●
マ
ウ
ン
テ
ン

ゴ
ル
フ
コ
ー
ス　

●
グ
リ
ー
ン

ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
コ
ー
ス

【
そ
の
他
】

●
宇
曽
川
な
ど
で
乗
船
体
験
が

で
き
る
リ
バ
ー
ボ
ー
ト
を
常
備

※
施
設
の
詳
細
は
、
広
報
ひ
こ
ね

１
月
１
日
・
15
日
合
併
号
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

３
月
31
日
ま
で
の
問
い
合
わ
せ
先

荒
神
山
自
然
の
家
準
備
室
☎

22-

１
４
１
１
番
（
内
線
４
２

７
）、
Ｆ
Ａ
Ｘ
22-

１
３
９
８
番

４
月
１
日
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
先

　

荒
神
山
自
然
の
家
☎
28-

１

８
７
１
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
28-

１
８

７
２
番

▶
リ
バ
ー
ボ
ー
ト
と
参
加
者
（
上
）、
ク
ラ

フ
ト
棟
（
中
）、
外
観
（
下
）
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全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム

を
４
月
か
ら
運
用
開
始
し

ま
す

　

彦
根
市
で
は
、
小
中
学
校
や
公

民
館
な
ど
市
内
64
の
公
共
施
設
に
、

国

※

民
保
護
情
報
を
瞬
時
に
伝
達
す

る
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
の
運

用
を
４
月
１
日
㈮
か
ら
開
始
し
ま

す
。

　

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
の
音

声
放
送
で
、
公
共
施
設
に
い
る
人

が
適
切
な
行
動
が
と
れ
る
よ
う
に
、

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
国
民
保
護
情
報　

弾
道
ミ
サ
イ

ル
に
よ
る
武
力
攻
撃
な
ど
有
事

の
際
に
、
消
防
庁
か
ら
発
信
さ

れ
る
緊
急
情
報

放
送
内
容　
　
　
　
　
　
　
　

　

国
民
保
護
情
報
が
、
瞬
時
に
音

声
放
送
さ
れ
ま
す
。

▼
音
声
放
送
の
例

「
ミ
サ
イ
ル
発
射
情
報
。
ミ
サ

イ
ル
発
射
情
報
。
当
該
地
域
に

着
弾
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

屋
内
に
避
難
し
、
テ
レ
ビ
・
ラ

ジ
オ
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
」

問
い
合
わ
せ
先 

総
務
課
危
機

管
理
室
☎
30-

６
１
５
０
番
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
22-

１
３
９
８
番

子
ど
も
セ
ン
タ
ー
多
目
的

室
を
開
放
し
ま
す

　

春
休
み
な
ど
長
期
休
暇
中
は
、

多
数
の
利
用
者
で
館
内
が
大
変
混

雑
し
ま
す
。

　

乳
幼
児
（
０
～
２
歳
）
が
安
全
・

安
心
に
遊
べ
る
よ
う
に
、
多
目
的

室
を
開
放
し
て
、
専
用
場
所
を
確

保
し
ま
し
た
。

期
間　

３
月
22
日
㈫
～
４
月
８
日

㈮
（
土
・
日
曜
日
は
除
く
）

時
間午

前　

午
前
10
時
か
ら
「
き
ら

き
ら
タ
イ
ム
」
が
終
わ
る
ま
で

午
後　
「
ち
い
さ
な
お
話
会
」
が

終
わ
っ
て
か
ら
午
後
３
時
ま
で

対
象　

０
～
２
歳
の
子
ど
も
と
そ

の
保
護
者

そ
の
他　

お
も
ち
ゃ
類
も
設
置
し

ま
す
。
赤
ち
ゃ
ん
コ
ー
ナ
ー
や

ホ
ー
ル
も
使
え
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

子
ど
も
未
来

室
☎
28-

１
５
８
０
番
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
28-

３
６
４
６
番

一
般
競
争
入
札
で

市
有
地
を
売
却
し
ま
す

　

一
般
競
争
入
札
と
は
、
あ
ら
か

じ
め
公
表
さ
れ
た
最
低
売
却
価
格

以
上
で
、
最
も
高
い
価
格
を
つ
け

た
個
人
ま
た
は
法
人
に
売
却
す
る

方
法
で
す
。
一
定
の
条
件
を
満
た

せ
ば
、
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

売
り
払
い
物
件　

左
の
表
や
位
置

図
（
黒
色
の
四
角
の
部
分
）
の
と
お

り
実
施
案
内
書
・
参
加
申
込
用
紙
の

配
布

配
布
期
間　

３
月
15
日
㈫
～
同
22

日
㈫

配
布
場
所　

市
立
病
院
事
務
局
病

院
総
務
課
（
市
立
病
院
３
階
）

※
彦
根
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

参
加
申
込
書
の
提
出

　

申
込
書
・
誓
約
書
を
市
立
病
院

事
務
局
病
院
総
務
課
ま
で
お
持
ち

い
た
だ
く
か
、
簡
易
書
留
で
郵
送

し
て
く
だ
さ
い
。

期
間　

３
月
15
日
㈫
～
同
22
日
㈫

必
着
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除

く
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15

分
）

入
札
日
・
場
所

日
時　

３
月
25
日
㈮　

午
後
２
時

場
所　

市
立
病
院
３
階　

講
堂

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

市
立
病

院
事
務
局
病
院
総
務
課
（
〒
５

２
２-

８
５
３
９　

八
坂
町
１
８
８

２
）
☎
22-

６
０
５
０
番
（
内
線

３
５
２
４
番
）、
Ｆ
Ａ
Ｘ
26-

０

７
５
４
番

位置図

ご
覧
く
だ
さ
い

固
定
資
産
の
価
格
等

平
成
23
年
度
の
縦
覧
・
閲
覧

　

平
成
23
年
度
の
固
定
資
産
税
額

の
基
に
な
る
土
地
・
家
屋
・
償
却

資
産
の
価
格（
評
価
額
）
な
ど
を
、３

月
末
に
決
定
し
ま
す
。
新
し
い
価

格
な
ど
を
次
の
と
お
り
開
示
し
ま

す
。

　

平
成
23
年
度
は
、
土
地
・
家
屋

の
価
格
を
全
面
的
に
見
直
す
３
年

に
１
度
の
「
評
価
替
え
」
の
年
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
地
価
の
下
落

が
顕
著
な
土
地
は
価
格
の
修
正
を

行
い
ま
す
。

■
縦
覧

　

納
税
者
が
、
自
分
の
資
産
の
評

価
額
が
適
正
か
ど
う
か
、
他
の
資

産
の
評
価
額
と
比
較
し
て
確
認
す

る
も
の
で
す
。

期
間　

４
月
１
日
㈮
～
５
月
31
日

㈫
ま
で
（
土
・
日
曜
日
・
祝
日
を

除
く
）

時
間　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５

時
15
分

場
所　

税
務
課
（
市
役
所
２
階
）

縦
覧
で
き
る
人　

今
年
の
１
月
１

日
現
在
で
、
市
内
に
課
税
対
象

の
土
地
・
家
屋
を
所
有
す
る
人

縦
覧
の
対
象　

土
地
価
格
等
縦
覧

帳
簿
、
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿

※
縦
覧
帳
簿
に
は
、
土
地
・
家
屋

の
所
有
者
や
税
額
は
記
載
し
て

い
ま
せ
ん
。

■
閲
覧

　

納
税
義
務
者
が
、
固
定
資
産
課

税
台
帳
の
自
分
の
資
産
に
つ
い
て

記
載
さ
れ
た
部
分
を
確
認
す
る
も

の
で
す
。
ま
た
、
借
地
人
・
借
家

人
も
、
使
用
・
収
益
の
対
象
と
な

る
資
産
の
課
税
内
容
を
確
認
で
き

ま
す
。

開
始
日　

４
月
１
日
㈮
（
土
・
日
曜

日
・
祝
日
を
除
く
）

時
間　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５

時
15
分

閲
覧
で
き
る
人　

納
税
義
務
者

（
所
有
者
）
と
そ
の
同
居
の
親
族
、

ま
た
は
借
地
人
・
借
家
人
な
ど

※
借
地
人
・
借
家
人
な
ど
は
、
閲

覧
の
範
囲
が
限
ら
れ
ま
す
。

閲
覧
の
対
象　

土
地
・
家
屋
・
償

却
資
産
の
各
固
定
資
産
課
税
台

帳
、
名
寄
帳

　

縦
覧
・
閲
覧
さ
れ
る
場
合
は
、
本

人
確
認
が
で
き
る
書
類
な
ど
を
提

示
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
縦
覧
・

閲
覧
で
き
る
人
の
条
件
や
、
本
人

確
認
の
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
彦

根
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た

だ
く
か
、

税
務
課
資
産
税
係
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
不
服
申
立
て
に
つ
い
て

　

平
成
22
年
中
に
新
築
や
増
築
さ

れ
た
家
屋
、
ま
た
は
地
目
変
更
や

価
格
の
修
正
の
あ
っ
た
土
地
の
所

有
者
で
、
固
定
資
産
課
税
台
帳
に

登
録
さ
れ
た
価
格
に
不
服
が
あ
る

場
合
、
価
格
が
台
帳
に
登
録
さ
れ

た
日
（
３
月
末
日
）
か
ら
納
税
通
知

書
の
交
付
を
受
け
た
日
の
後
60
日

の
間
に
、
彦
根
市
固
定
資
産
評
価

審
査
委
員
会
に
対
し
て
、
審
査
の

申
し
出
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

税
務
課
資
産

税
係
☎
30-

６
１
３
８
番
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
22-

１
３
９
８
番

税
関
で
は
お
預
か
り
し

て
い
る
通
貨
・
証
券
な
ど

を
お
返
し
し
て
い
ま
す

　

終
戦
後
、 

外
地
か
ら
引

き
揚
げ
て
来
ら
れ
た
人
が
、

上
陸
地
の
税
関
や
海
運
局

に
預
け
ら
れ
た
通
貨
・
証
券

な
ど
を
返
却
し
て
い
ま
す
。

　

心
当
た
り
の
あ
る
人
は
、

税
関
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。本
人
だ
け
で
な
く
、

家
族
も
問
い
合
わ
せ
や
返

還
請
求
を
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

大
阪
税

関
京
都
税
関
支
署
滋
賀

出
張
所
（
草
津
市
大
路
２

-

11-

51　

草
津
合
同

ビ
ル
内
）
☎
０
７
７-

５

６
４-

３
４
１
０
番
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老
犬
な
ど
は
、
か
か
り
つ
け
の

獣
医
師
に
相
談
し
て
か
ら
、
予

防
注
射
を
受
け
さ
せ
て
く
だ
さ

い
。

⑥
会
場
で
犬
が
ふ
ん
な
ど
を
し

た
場
合
は
、
飼
い
主
が
責
任
を

持
っ
て
後
始
末
を
し
て
く
だ
さ

い
。

⑦
盲
導
犬
を
除
い
て
、
引
き
綱
は

必
ず
首
輪
に
つ
け
て
来
場
し
て

く
だ
さ
い
。
ハ
ー
ネ
ス
（
首
輪

の
代
わ
り
に
つ
け
る
ベ
ル
ト
）
は
、

犬
が
暴
れ
て
外
れ
る
と
き
が
あ

り
ま
す
。

★
飼
い
主
の
都
合

や
犬
の
体
調
な

ど
に
よ
り
、
会

場
で
注
射
を
受

け
ら
れ
な
か
っ

た
場
合
は
、
か

か
り
つ
け
の
獣

医
師
で
必
ず
受
け
ま
し
ょ
う
。

★
鑑
札
・
注
射
済
票
は
、
必
ず
首

輪
な
ど
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。
迷

子
犬
に
な
っ
た
と
き
に
、
飼
い

主
を
探
す
大
切
な
手
が
か
り
に

な
り
ま
す
。

★
飼
い
主
の
住
所
変
更
、
犬
の
死

亡
な
ど
内
容
の
変
更
が
あ
れ
ば
、

は
が
き
か
電
話
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

健
康
推
進
課

☎
24-

０
８
１
６
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

24-

５
８
７
０
番

◆
休
日
の
ご
み
収
集

　

３
月
21
日

（月・祝） 

は
、
通
常
ど
お
り

収
集
を
行
い
ま
す
。
た
だ
し
、

清
掃
セ
ン
タ
ー
へ
の
祝
日
の
直
接

搬
入
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、「
平
成
22
年
度
ご
み

等
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
」
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

粗
大
ご
み
の
直
接
搬
入

　

３
月
27
日
㈰
の
午
前
９
時
か
ら

正
午
ま
で
、

清
掃
セ
ン
タ
ー
で

家
庭
か
ら
出
る
粗
大
ご
み
の
臨
時

受
け
入
れ
を
行
い
ま
す
。

次
の
点
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
粗
大
ご
み
以
外
の
ご
み
の
搬
入

は
で
き
ま
せ
ん
。

▼
指
定
時
間
以
外
の
ご
み
の
搬
入

は
で
き
ま
せ
ん
。

▼
昨
年
か
ら
、
ご
み
等
の
搬
入
口

が
変
更
し
て
い
ま
す
。
ひ
こ
ね

市
文
化
プ
ラ
ザ
前
の
市
道
沿
い

か
ら
の
み
進
入
で
き
ま
す
。
犬

上
川
堤
防
道
路
か
ら
は
搬
入
で

き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

▼
臨
時
の
搬
入
経
路
を
設
け
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
事
故
防
止
の

た
め
、
誘
導
す
る
係
員
の
指
示

に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

清
掃
セ
ン

タ
ー
☎
22-

２
７
３
４
番
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
24-

７
７
８
７
番

◆
犬
の
登
録
と

　

狂
犬
病
予
防
注
射

　

登
録
と
注
射
は
、
飼
い
主
の
義

務
で
す
。
登
録
は
犬
の
一
生
に
１

回
、
注
射
は
毎
年
１
回
必
ず
受
け

さ
せ
ま
し
ょ
う
。

対
象
と
な
る
犬　

市
内
で
飼
わ
れ

て
い
る
生
後
91
日
以
上
の
犬

日
程
と
会
場　

左
の
表
の
と
お
り

料
金　

●
既
に
登
録
し
て
い
る
犬　

　

３
、
２
０
０
円

●
生
後
91
日
以
上
の
未
登
録
の
犬

６
、
２
０
０
円

※
法
律
に
基
づ
く
身
体
障
害
者
補

助
犬
は
、
手
数
料
が
免
除
さ
れ

ま
す
。

※
会
場
は
混
雑
し
ま
す
。
料
金
は
、

つ
り
銭
の
い
ら
な
い
よ
う
ご
協

力
く
だ
さ
い
。

お
願
い

①
既
に
登
録
し
て
い
る
犬
の
飼
い

主
は
、
必
ず
犬
の
登
録
カ
ー
ド

（
愛
犬
カ
ー
ド
）
を
持
っ
て
き
て

く
だ
さ
い
。

②
新
し
く
登
録
す
る
犬
の
飼
い

主
は
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番

号
、
犬
の
名
前
、
種
類
、
生
年

月
日
、
性
別
を
書
い
た
メ
モ
を

持
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

③
必
ず
犬
を
制
止
す
る
こ
と
が

で
き
る
人
が
連
れ
て
き
て
く

だ
さ
い
。

④
犬
の
体
を
清
潔
に
し
て
連
れ

て
き
て
く
だ
さ
い
。

⑤
体
調
が
悪
い
犬
や
か
な
り
の

『
彦
根
市
の
環
境
』

平
成
22
年
度
版
の
発
刊

　

彦
根
市

の
平
成
21

年
度
に
お

け
る
環
境

の
状
況
や

環
境
施
策

を
ま
と
め

た
、
彦
根

市
版
環
境

白
書
『
彦

根
市
の
環

境
』
が
完
成
し
ま
し
た
。

　
『
彦
根
市
の
環
境
』
は
、
彦
根

市
の
水
質
や
土
壌
、
大
気
、
騒
音

な
ど
の
調
査
結
果
を
ま
と
め
て
い

る
ほ
か
、
平
成
21
年
度
の
新
た
な

取
り
組
み
を
中
心
に
環
境
の
行
政

施
策
や
、
市
民
団
体
の
活
動
な
ど
、

環
境
に
関
す
る
内
容
全
般
に
つ
い

て
取
り
上
げ
て
い
ま
す
。

　

情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
（
市
役
所
１

階
）、
市
立
図
書
館
、
公
民
館
で
閲

覧
で
き
ま
す
。

　

希
望
さ
れ
る
人
に
は
、 

生
活

環
境
課
窓
口
、
支
所
、
各
出
張
所

で
配
布
し
ま
す
。
彦
根
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で

き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先 

生
活
環
境
課

☎
30-

６
１
１
６
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

27-

０
３
９
５
番

◆
ご
み
等
啓
発
シ
ー
ル
を

　

変
更
し
ま
す

　

ご
み
等
収
集
日
に
出
さ
れ
て
い

る
ご
み
等
の
中
で
、
分
別
区
分
が

違
う
な
ど
の
理
由
で
収
集
で
き
な

い
場
合
は
、
収
集
時
に
「
ご
み
等

啓
発
シ
ー
ル
」
で
ご
み
を
出
さ
れ

た
人
に
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
、「
ご
み
等
啓
発
シ
ー
ル
」

を
よ
り
わ
か
り
や
す
く
す
る
た
め
、

左
の
写
真
の
と
お
り
変
更
し
ま
し

た
。

ご
み
等
の
分
別
に
つ
い
て
、
特
に

次
の
点
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

▼
ス
プ
レ
ー
缶
な
ど

　

ス
プ
レ
ー
缶
・
エ
ア
ゾ
ー
ル
缶
・

カ
セ
ッ
ト
ガ
ス
ボ
ン
ベ
は
、
安
全

な
場
所
で
穴
を
開
け
て
「
缶
・
金

属
類
」
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
オ
ー
ブ
ン
ト
ー
ス
タ
ー
な
ど

　

オ
ー
ブ
ン
ト
ー
ス
タ
ー
や
ド
ラ

イ
ヤ
ー
な
ど
の
電
化
製
品
は
「
粗

大
ご
み
」で
す
。

清
掃
セ
ン
タ
ー

の
搬
入
時
間
内
に
直
接
搬
入
す
る

か
、
予
約
制
の
有
料
戸
別
収
集
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

特
定
家
電
製
品
（
テ
レ
ビ
、
エ

ア
コ
ン
、
洗
濯
機
、
洗
濯
用
乾
燥
機
、

冷
蔵
庫
、
冷
凍
庫
、
パ
ソ
コ
ン
）
は
、

メ
ー
カ
ー
が
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
の

で
「
粗
大
ご
み
」
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
処
理
方
法
は
、メ
ー
カ
ー
、ま

た
は

清
掃
セ
ン
タ
ー
に
お
尋
ね

く
だ
さ
い
。

　

詳
し
い
分
別
方
法
は
、「
新
・
ご

み
等
の
分
け
方
・
出
し
方　

豆
知

識
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
彦
根
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
も
し
て
い

ま
す
。

◆
４
月
１
日
㈮
か
ら
、
母
子

健
康
手
帳
の
発
行
窓
口

を
変
更
し
ま
す

　

母
子
健
康
手
帳
と
別
冊（
妊
婦
健

診
の
受
診
券
つ
づ
り
）
の
説
明
を
し

た
り
、
妊
娠
中
か
ら
産
後
の
育
児

な
ど
の
相
談
に

対
応
し
た
り
す

る
た
め
、
窓
口
を

健
康
推
進
課
に

一
本
化
し
ま
す
。

受
付
時
間　

月
～
金
曜
日（
祝
日
を

除
く
）　

午
前
８
時
30
分
～
午

後
５
時
15
分

※
４
月
１
日
㈮
か
ら
は
、

市
民

課
、
支
所
、
各
出
張
所
で
の
発

行
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

場
所　

福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
１
階

（
平
田
町
）　

発
行
窓
口
の
変
更
点

●
３
月
31
日
㈭
ま
で　
　
　

　

健
康
推
進
課
、

市
民
課
、

　

支
所
、
各
出
張
所

　
　
　
　

◀

●
４
月
１
日
㈮
か
ら

　

健
康
推
進
課

▲変更した、ごみ等啓発シール

清
掃
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

健

康

推

進

課

か

ら

の

お

知

ら

せ

新
入
学
（
園
）
児
と
高
齢
者
の

交
通
事
故
防
止
運
動

３
月
15
日
㈫
〜
４
月
15
日
㈮

　　

新
学
年
が
始
ま
る
４
月
は
、
子

ど
も
が
被
害
に
遭
う
交
通
事
故
が

増
加
し
ま
す
。

　

子
ど
も
に
は
、
正
し
い
交
通
ル

ー
ル
を
教
育
し
、
運
転
者
は
子
ど

も
を
守
る
思
い
や
り
運
転
を
心
が

け
ま
し
ょ
う
。

運
動
の
重
点
項
目

①
新
入
学
（
園
）
児
に
対
す
る
交

通
安
全
教
育
・
指
導
の
徹
底

②
子
ど
も
を
守
る
安
全
運
転
の
励
行

③
通
学
路
等
の
安
全
確
保
の
推
進

④
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

保
護
者
の
皆
さ
ん
へ

▼
子
ど
も
と
一
緒
に
通
学
路
を
歩

き
、
子
ど
も
目
線
で
危
険
箇
所

を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

▼
余
裕
を
持
っ
て
、
子
ど
も
を
送

り
出
し
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

▼
道
路
を
横
断
す
る
と
き
は
「
止

ま
る
・
見
る
・

待
つ
」
を
習

慣
づ
け
ま
し

ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先　

交
通
対
策
課

☎
30-

６
１
３
４
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

24-

８
５
１
７
番



�広報ひこね　平成23年３月15日� 広報ひこね　平成23年３月15日

　

皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
手
に
よ

り
、
彦
根
の
ま
ち
を
さ
ら
に
美
し

く
、
活
力
あ
る
ま
ち
に
し
て
い
く

こ
と
を
目
指
す
「
美
し
い
ひ
こ
ね

創
造
事
業
」
も
、
４
月
で
６
年
目

を
迎
え
ま
す
。

　

平
成
22
年
度
中
の
活
動
に
対
す

る
「
彦
」
の
交
付
は
、
４
月
１
日

㈮
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先 

ま
ち
づ
く
り

推
進
室
☎
30-

６
１
１
７
番
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
22-

１
３
９
８
番

◆
「
彦
」
の
交
付
手
続
き

▼
交
付
窓
口　

ま
ち
づ
く
り
推

◆

｢

彦｣

の
使
用

　

現
在

｢

彦｣

の
使
い
道
は
４
つ

あ
り
ま
す
の
で
、ご
利
用
く
だ
さ
い
。

❶
市
民
な
ど
の
間
で
の
自
由
な
流
通

❷
彦
根
市
の
施
設
の
使
用
料
や
手

数
料
の
う
ち
、
定
め
ら
れ
た
も

の
へ
の
支
払
い
（
１
彦
＝
１
円
と

し
、
お
つ
り
を
受
け
取
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
）

❸
登
録
さ
れ
た
市
民
団
体
へ
の
寄
附

❹

｢

彦｣

５
枚
で
、
エ
コ
バ
ッ
グ

と
の
交
換
（
交
換
は

｢

彦｣

の
み

で
、現
金
と

｢

彦｣

の
組
み
合
わ
せ

は
で
き
ま
せ
ん
）

◆
平
日
は
手
続
き
に
来
ら

　

れ
な
い
人
へ

　

平
日
は
ご
都
合
が
悪
く
て
手
続

き
に
来
て
い
た
だ
け
な
い
人
の
た

め
に
、
４
月
３
日
㈰
、
同
23
日
㈯

の
午
前
中
に
、「
彦
」
の
交
付
や
参

加
登
録
の
受
付
を
し
ま
す
。

　

参
加
登
録
者
に
は
、
３
月
末
に

平
成
23
年
度
の
活
動
報
告
書
を
送

付
す
る
際
に
案
内
文
を
同
封
し
ま

す
。
詳
し
く
は
、
同
封
す
る
文
書

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

労働相談所をご利用ください！ 
　～夕方や土曜、日曜も相談できます～

　

　労働者や事業主の労働に関する悩みについて、専門

の相談員がアドバイスなどを行います。相談は無料で、

秘密厳守です。匿名でも相談できます。

　通話料無料の「労働相談ダイアル」もご利用ください。

■滋賀県労働相談所（大津市打出浜２- １　コラボしが 21

　６階）☎ 077-511-1402（FAX 共有）

　相談時間　

　　▼月～金曜日　10：00～20：00

　　▼月～金曜日（祝日の場合）　17：00～20：00

      ▼土・日曜日　10：00～16：00

■「労働相談ダイアル」☎ 0120-96-7164

※相談時間は、上の滋賀県労働相談所と同じです。

問い合わせ先　 労政能力開発課労政福祉担当

　☎ 077-528-3751、FAX077-528-4873

進
室
、
支
所

▼
交
付
期
間　

４
月
１
日
㈮
～
５

月
31
日
㈫
の
午
前
８
時
30
分

～
午
後
５
時
15
分（
土
・
日
曜
日
・

祝
日
を
除
く
）

▼
必
要
な
も
の　

平
成
22
年
度
美

し
い
ひ
こ
ね
創
造
活
動
報
告

書
、
印
鑑

※
参
加
登
録
が
必
要
で
す

　
　

｢
彦｣

の
交
付
を
受
け
る
に

は
、
ま
ず
美
し
い
ひ
こ
ね
創
造

活
動
に
参
加
登
録
を
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
お

問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、
彦

根
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

◆
平
成
�0
年
度
発
行
の　

　

「
彦
」
の
有
効
期
限
は
、平

　

成
�3
年
３
月
31
日
㈭
ま

　

で
で
す

　

有
効
期
限
を
過
ぎ
る
と
使
う
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
期
間
内

の
使
用
を
お
願
い
し
ま
す
。
平
成

20
年
度
に
発
行
し
た｢

彦｣

は
、次

の
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

◆色は、黄緑色

◆右下の有効期限が、平成23

年３月31日㈭まで

見 

本

地
域
通
貨「
彦げ

ん

」の
交
付
が
始
ま
り
ま
す

雇用保険制度を変更しています 
～派遣、パートタイマーなどで働く人の

　雇用保険の適用が拡大されています～

　雇用保険の加入要件が変わっています。（平成��年４

月１日以降から対象です）加入要件は次の２点です。

▼ 31 日以上の雇用見込みがあること

▼１週間の所定労働時間が 20 時間以上であること

※現在、派遣、パートタイマー、臨時職員などで就労

されている人は、上の要件が確認されれば、雇用保

険の被保険者となります。ただし、一部例外があり

ます。

　詳しくは、ハローワーク（公共職業安定所） 、または滋賀

労働局にお問い合わせください。

問い合わせ先　滋賀労働局職業安定課

　☎ 077-526-8609
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〈内容〉彦根市議会では、議場コンサートの開催を通して、
市民の皆さんが本会議などへの傍聴にお越しいただく
きっかけとなり、また市内で音楽活動を行っている個人
や団体の活動発表の場を提供できればとの思いから、幅
広い人々の出演を募集します。　〈出演日時〉年４回開催
される彦根市議会定例会（３月、６月、９月、12 月）の開
会日（第１月曜日）の午後１時から開催します。演奏時間
は、約 30 分間です。　〈出演場所〉　彦根市議会議場（市役

所５階）　 〈対象〉原則として、市内に在住・在勤で音楽愛
好の個人や団体　※プロ・アマチュアの制限はありませ
ん。出演料はありません。　〈申込期間〉　３月15日㈫～４
月25日㈪　※応募者多数の場合は、主催者にて選考しま
す。　〈申込方法〉 議会事務局にある出演応募申込書に
必要事項を書いて、メンバー全員が映っている写真１枚
と、自らが出演し収録した音源（MD、CD、カセットテー

プなど）を提出してください。募集要項、出演応募申込
書は、彦根市議会ホームページからダウンロードもでき
ます。　〈その他〉平成23年度は、市制75周年の記念の
年にあたることから、演奏の中に、彦根ゆかりの曲を１
曲は必ず入れてください。　〈申込・問い合わせ先〉彦根
市議会 議会開放推進プロジェクトチーム（ 議会事務局
内）☎ 30-6130、FAX22-0906

      

〈内容〉　ボランティア活動の

内容や講習会のスケジュー
ルなどの説明会を開催しま
す。点訳・音訳ボランティア
養成講習会の受講希望者は、
必ずこの説明会に参加くだ
さい。※受講申込書は、この
説明会でのみ配布します。
〈日時〉　４月11日㈪、同12日㈫

いずれも13：40～16：00　 ※

どちらかの日に参加してください。　〈場所〉　滋賀県立視

覚障害者センター（松原 1 丁目）　〈対象〉　点訳・音訳ボラン

ティア養成講習会の受講を希望する人、点訳・音訳に関
心のある人　〈費用〉無料　〈申込期限〉　４月７日㈭　〈その

他〉点訳講習会の開講（５月31日㈫～平成24年３月、月２回

の月曜日、定員 15 人）、音訳講習会の開講（５月31日㈫～平

成24年３月、月２回の火曜日、定員 20 人）　〈申込・問い合わ

せ先〉電話か、ファクス、E メールに①名前②郵便番号・

住所③電話番号を書いて、滋賀県立視覚障害者センター
（担当：伊東、脇野、磯崎）☎ 22-7901、FAX22-7890、E
メール：shice2@smile.ocn.ne.jp　※Ｅメールの場合は、
件名を「説明会参加」としてください。

 

　点訳・音訳ボランティア養成講習会の説明会
 

　議場コンサート出演者

第1４回
　ひこね市民手づくり演奏会

演奏会の日時　12月18日㈰　14：00 開演

　　　　

　　　　場所　ひこね市文化プラザ　グランドホール

　　

　　演奏曲目　ベートーヴェン作曲：交響曲第３番　

　　　　　　  　　「英雄」

　　　　　　　ビゼー作曲：歌劇「カルメン」より　

　　　　　　  　　「前奏曲」「子どもたちの合唱」

　　　　　　  　　「女工たちの合唱」「ハバネラ」

　　　　　　  　　「闘牛士の歌」

　　　　　　 　ヴェルディ作曲：歌劇「椿姫」より

              　　　　「前奏曲」「乾杯の歌」

　　　　　　　ヴェルディ作曲：歌劇「アイーダ」より

　　　　　　　　　  「凱旋行進曲」

　　　　指揮　北原　幸
ゆき

男
お

さん

　　ソリスト　磨
とぎ

谷
や

　真理さん（ソプラノ）

　　　　　　　森　　季
とき

子
こ

さん（メゾソプラノ）

　　　　　　　諏
す

訪
わ

部
べ

匡
ただ

司
し

さん（テノール）

　　　　　　　油
ゆ

井
い

　宏隆さん（バリトン）

　　合唱指導　磨谷　真理さん、北村　則子さん、

　　　　　　　飯
いい

川
かわ

　弓恵さん、佐々木開
ひろ

基
き

さん

問い合わせ先　ひこね市民手づくり演奏会実行委員会（ひこね市文化プラザ内）

　　〒 522-0055 野瀬町 187-4 ☎ 26-8601、FAX26-8602

　ひこね市民手づくり演奏会のホームページ　http://www.geocities.jp/hikonedaiku/

　今年の演奏会の合唱は、歌劇の作品から聴き馴染

みのある名曲を揃えたハイライトで演奏します。　

今回は、「子どもたちの合唱」のみの児童合唱も併

せて募集します。練習は、ひこね市文化プラザ ( 一

部、市民会館 ) で行います。

●一般　参加費5,000円（学生2,500円）　　

　練習　６月12日㈰から公演当日まで。日曜日・　

　　　祝日の 18：30 ～ 21：00　20 回程度

●児童合唱 (原則、小学５年生以上 )　参加費2,000円

　練習　11月６日㈰から公演当日まで。日曜日の　

　　　18：00 ～ 19：00　６回程度

申込開始日　３月20日㈰

申込方法　

　住所、氏名、電話番号、参加できるパート（ソプラノ・

アルト・テノール・バス）を書いて、ひこね市民手づ

くり演奏会実行委員会までファクスいただくか、郵

送してください。ひこね市文化プラザの窓口や下記

ホームページからでも申し込みできます。

参加費の支払方法

　上記申し込みいただき、ひこね市文化プラザの窓

口でお支払いいただくか、最寄りの郵便局で振り込

みの手続きをしてください。

※口座番号　14680-13150361、口座名義　ひこね

市民手づくり第九演奏会実行委員会

      

〈内容〉バランスを考えた体に優しい料理を基本に行い

ます。旬の食材で簡単に料理を行い、塩や脂肪を減ら
すなど工夫をこらして、料理作りを楽しみましょう。        
〈日程〉４月９日㈯、同23日㈯、５月７日㈯、同21日㈯、６月

４日㈯、同18日㈯、７月２日㈯の10：00～12：00  〈場所〉

男女共同参画センター「ウィズ」　〈対象〉市内に在住、在

勤、在学の男性　〈定員〉20 人（先着順）　〈持ち物〉フキン

２枚、三角巾、エプロン　〈費用〉受講料 3,500 円（全７回

分）、材料費 4,900 円（全７回分）　〈託児〉　０歳～就学前　
※１人200円、要予約　〈申込期間〉　３月16日㈬～４月８

日㈮　〈申込・問い合わせ先〉電話か、ファクスで、 男女

共同参画センター「ウィズ」（〒 522-0041　平田町 670）

☎ 24-3529（FAX 共用）

 

　男の生き方セミナー　男の料理教室
      

〈内容〉　春の夜空の星座や惑星を観望します。　 〈日時〉　３月

25日㈮　19：00 ～翌 26日㈯　８：00　（悪天候の場合は

中止。当日16：30までに開催の有無を確認して、ご来館くださ

い。予備日はありません）　〈場所〉　 子どもセンタ－（日夏町）　

〈対象〉　小学４年生～中学３年生と保護者　〈定員〉　15 組 （先

着順） 　〈持ち物〉防寒着、手袋、

毛布、洗面用具、懐中電灯、
常備薬、軽夜食、飲み物、筆
記用具、メモ帳　〈費用〉500

円　〈申込期間〉　３月16日㈬

～同24日㈭　〈申込・問い合

わせ先〉電話か、直接 子ど

もセンタ－窓口☎ 28-3645、
FAX28-3646

 

　親子DE望遠鏡　
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　子どもたちが日本語の持つ本来の美しさを感じ、豊

かな表現力（考える力・書く力・伝える力）を育てることを

目的に、文芸作品（俳句、川柳、短歌、詩）を広く募集し

ました。

　延べ1，942 人の児童・生徒の皆さんから俳句・川柳

3，901点、短歌 190点、詩 369点の応募をいただき

ました。

　彦根文芸協会の協力による審査の結果、特選30点、

準特選 51点、佳作 102 点が選ばれました。各部門の

特選は、次の皆さんです。

問い合わせ先　 教育委員会生涯学習課文化振興室

☎ 23-7810、FAX21-3080
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３
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５
３
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Ｘ
23-

９
８
２
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教育評論家　尾木　直樹さん

プロフィール　　

　子どもと教育、メ

ディア問題などに関

する現場に密着した

調査・研究活動に精

力的に取り組んでい

る。現在、法政大学

キャリアデザイン学

部教授など。

育児漫画家　高野　優さん

プロフィール

　漫画家・エッセイ

ストであり、13歳、11

歳、７歳の三姉妹の

母。漫画を描きなが

ら話をするという独

特のスタイルで、育

児に関する講演活動

を行っている。
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北き
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村む
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さ
く
ら
ち
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（
松
原
町
）

澤さ
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と
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き

人と

ち
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（
古
沢
町
）
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き　
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る
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（
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橋
一
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目
）

※駐車場での駐車時間は、30 ～ 40 分間です。

※臨時の収集は、早めに申し込んでください。

（臨時の収集は、原則として毎週火・金曜日  

に実施します）

※収集の状況によって、収集日は３日程度前

後することがありますが、ご了承ください。

１日㈮

４日㈪

�日㈫

�日㈬

�日㈭

８日㈮

1 1日㈪

1�日㈫

13日㈬

1�日㈭

1�日㈮

野田山、正法寺、地蔵、本町一丁目、本町二丁目、本町三丁目、

銀座、中央（第１・４部）、芹橋一丁目、芹橋二丁目（河原二

丁目一部を含む）、幸、松原一丁目、松原二丁目、松原（四ツ

川）、平田（大沢）、西今、三津

野田山、正法寺、地蔵、外、里根、西今、野瀬、幸、安清、芹、

海瀬、三津屋

里根、外、幸、城町一丁目、栄町一丁目、池州、西今、開出

今団地（第１・３部）、八坂北、八坂、宇尾、須越

小泉（開出）、山之脇、芹川（南、大仏、千鳥ヶ丘）、大藪、

開出今蔵の町団地、竹ケ鼻、宇尾、八坂東団地

地蔵（湖上平団地）、原（原西団地）、後三条（下）、開出今、

芹川（北、千鳥ヶ丘）、宇尾、清崎（西、清崎団地）

大橋、元岡、沼波、西沼波（東部）、正法寺（太平団地）、中

藪一丁目、中央（第２・３部）、立花、開出今、宇尾、竹ケ鼻、

賀田山（大山、小山、茂賀、小田部）

正法寺（太平団地）、金亀、尾末、元、船、旭、馬場一丁目、

馬場二丁目、中藪、城町二丁目、栄町二丁目、長曽根、京町

一丁目、京町二丁目、京町三丁目、開出今、彦富（笹田団地

を除く）、金沢（林、中下、長江）、清崎（東、西）

大東、佐和、京町一丁目、京町二丁目、京町三丁目、錦（第１部）、

小泉、戸賀、長曽根南、和田、平田（西、北）、開出今、彦富

（笹田団地を除く）、甘呂

京町一丁目、京町二丁目、京町三丁目、新、芹中、橋向、後

三条（上）、岡、東沼波、小泉、平田（南、中）、甘呂、彦富（笹

田団地を除く）

西沼波（出屋敷）、東沼波、日夏、出路、田原、田附、金田、

石寺（上、下）、岡部（上、下）、稲部（稲部）、稲枝（西）、

服部

大堀、日夏、稲葉（上、下）、本庄、普光寺、薩摩、金沢（金

沢団地）、稲枝（西）、太堂、千尋、肥田（西肥田を除く）

日・曜日 駐　　　　　車　　　　　場 時　間

巡回日程【４月前半】

図書館休館日

５日㈫

６日㈬

１日㈮

７日㈭

８日㈮

１2日㈫

太 平 団 地
東 山 会 館
湖 上 平 団 地 堤 医 院 前

葛 籠 町 公 民 館
高 宮 地 域 文 化 セ ン タ ー
Ｂ Ｓ ア パ ー ト ２ 号 棟

宮 田 町 山 田 神 社
JA 東 び わ こ 鳥 居 本 支 店 駐 車 場
鳥 居 本 高 根 団 地
小 野 こ ま ち 会 館

清 崎 町 ば ん ば
JA 東 び わ こ 本 店 前 駐 車 場
河 瀬 地 区 公 民 館

多 景 保 育 園 横
長曽根町・エクセレントヒルズ彦根
彦 根 ニ ュ ー タ ウ ン 中 央 部

楡 公 民 館
亀 山 出 張 所
W A っ と ね す 春 日

１３：２０
１４：１０
１５：００

１３：３０
１４：２０
１５：１０

１１：００
１３：２０
１４：１０
１５：００ 

１３：２０
１４：１０
１５：００

１３：２０
１４：１０
１５：００

１３：３０
１４：２０
１５：１０

１3日㈬

鳥 居 本 地 区 公 民 館
小泉町百貨卸センター駐車場（東側）
東 沼 波 町 秋 葉 神 社
旭 森 地 区 公 民 館

１１：００
１３：２０
１４：１０
１５：００

４月前半

１4日㈭
JA 東 び わ こ 種 子 セ ン タ ー
滋 賀 観 光 バ ス 彦 根 営 業 所
ロ ー ソ ン 彦 根 外 町 店 駐 車 場

１３：２０
１４：１０
１５：００

４月前半

４日㈪、11 日㈪

※４月から、「たちばな号」が駐車する
場所が変わります。

（変更前）　　　　　　　　（変更後）

昭和電工茂賀ハイツ　
▶
　　亀山出張所

ひこね元気計画�1
推進中！
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雄
は
こ
れ
を
拒
否
し
ま
す
。
怒
っ
た

秀
吉
は
信
雄
を
改

※
か
い

易え
き

す
る
と
と
も
に
、

近
江
の
秀
次
を
尾
張
に
移
し
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
に
伴
い
、
近
江
の
宿
老
た

ち
も
東
海
へ
移
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
佐
和
山
城
の
堀
尾
吉
晴
は
浜
松

城
へ
、
長
浜
城
の
山
内
一
豊
は
掛
川

城
へ
、
甲
賀
の
中
村
一
氏
は
駿す

ん

府ぷ

城

へ
、
そ
し
て
八
幡
山
城
留
守
居
の
田

中
吉
政
は
岡
崎
城
へ
移
封
と
な
り
ま

し
た
。

宿し
ゅ
く
ろ
う老
堀
尾
吉
晴

　

越
中
（
現
在
の
富
山
県
）
の
佐さ

っ

々さ

成な
り

政ま
さ

の
降
伏
で
、
北
陸
方
面
で
秀
吉
に

敵
対
す
る
勢
力
は
な
く
な
り
、
秀
吉

は
戦
後
処
理
と
し
て
所
領
の
配
置
転

換
を
行
い
ま
し
た
。
近
江
で
は
、
佐

和
山
城
の
堀ほ

り

秀ひ
で

政ま
さ

が
越
前
北

き
た
の

庄
し
ょ
う

城
じ
ょ
う

（
福
井
市
）
に
、
肥
田
城
の
長は

谷せ

川が
わ

秀ひ
で

一か
ず

が
越
前
東と

う

郷ご
う

城じ
ょ
う（

福
井
市
）
に
移
り
、

瀬
田
に
秀
吉
一
族
の
浅あ

さ

野の

長な
が

政ま
さ

が
居

る
こ
と
を
除
け
ば
、
近
江
は
全
て
秀

吉
の
領
国
と
な
り
ま
し
た
。

　

天て
ん

正
し
ょ
う

13
年
（
１
５
８
５
）、秀
吉
は
、

そ
の
近
江
に
甥お

い

の
秀ひ

で

次つ
ぐ

を
43
万
石（
直

ち
ょ
っ

轄か
つ

領
20
万
石
・
宿
老
分
23
万
石
）
の
領
主

と
し
て
八
幡
山
城
に
配
置
し
ま
し
た
。

こ
の
時
、
安
土
の
城
下
町
は
八
幡
山

山
麓
に
移
転
と
な
り
、
織
田
信
長
に

よ
っ
て
築
か
れ
た
安
土
城
は
完
全
に

廃
城
と
化
し
ま
し
た
。

　

八
幡
山
城
の
若
い
秀
次
を
支
え
る

た
め
、
宿
老
と
呼
ば
れ
た
武
将
た
ち

が
近
江
の
要
所
に
配
置
さ
れ
ま
し
た
。

佐
和
山
城
の
堀
尾
吉
晴
、
長
浜
城
の

山や
ま
の

内う
ち

一か
ず

豊と
よ

、
甲
賀
の
中な

か

村む
ら

一か
ず

氏う
じ

、
そ

し
て
八
幡
山
城
の
留る

守す

居い

に
は
田た

中な
か

吉よ
し

政ま
さ

が
入
れ
置
か
れ
ま
し
た
。
佐
和

山
城
に
４
万
石
で
入
城
し
た
堀
尾
吉

晴
の
所
領
は
、
佐
和
山
周
辺
に
は
ほ

と
ん
ど
な
く
、
湖
北
一
帯
に
広
が
っ

て
お
り
、
一
部
は
長
浜
の
山
内
一
豊

の
所
領
と
混
在
し
て
い
ま
し
た
。

　

堀
尾
吉
晴
は
宿
老
の
１
人
と
し
て

秀
次
領
の
民
政
な
ど
に
関
わ
る
と
と

も
に
、
秀
吉
か
ら
の
指
示
で
、
山
内

一
豊
と
と
も
に
人に

ん

足そ
く

の
徴
発
や
資
材

の
運
搬
を
行
っ
て
い
た
こ
と
が
、
当

時
の
資
料
か
ら
窺

う
か
が

う
こ
と
が
で
き
ま

す
。
同
時
に
、
吉
晴
の
佐
和
山
城
と

一
豊
の
長
浜
城
は
、
い
ま
だ
完
全
に

従
っ
た
わ
け
で
は
な
い
東
海
の
徳
川

家
康
に
対
す
る
防
衛
ラ
イ
ン
を
形
成

し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

小
田
原
の
陣
と

堀
尾
吉
晴
の
浜
松
移い

封ほ
う

　

天
正
18
年
（
１
５
９
０
）
３
月
、秀

吉
は
小
田
原
の
北ほ

う

条
じ
ょ
う

氏
を
攻
略
す

る
た
め
京
都
を
出
発
し
ま
す
。
堀
尾

吉
晴
と
山
内
一
豊
も
こ
れ
に
従
軍
し
、

佐
和
山
城
は
吉
晴
の
弟
次
郎
助
が
留

守
居
を
務
め
ま
し
た
。
７
月
に
北

条
氏
が
滅
び
る
と
、
秀
吉
は
空
白
と

な
っ
た
関
東
に
徳
川
家
康
を
東
海
か

ら
移
し
、
東
海
に
は
尾
張
の
織お

田だ

信の
ぶ

雄か
つ

を
入
れ
置
く
予
定
で
し
た
が
、
信

◀
堀
尾
吉
晴
画
像
（
部
分
・
寿
聖
院
所
蔵
）

近
江
一
国
の
太
閤
検
地

　

こ
う
し
て
秀
次
と
そ
の
宿
老
た
ち

が
い
な
く
な
っ
た
近
江
で
は
、
天
正

19
年
（
１
５
９
１
）
の
年
明
け
か
ら

４
月
に
か
け
て
、
検
地
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
検
地
と
い
う
の
は
、
文
字
ど

お
り
土
地
を
検
査
す
る

こ
と
。
田
畑
の
生
産
高
を

示
す
等
級
、
面
積
、
耕
作

者
が
、
基
本
台
帳
で
あ
る

検
地
帳
に
一
筆
ご
と
に

記
載
さ
れ
ま
し
た
。
検
地

帳
に
は
、
こ
れ
ま
で
の

よ
う
に
土
地
に
さ
ま
ざ

ま
な
権
利
を
持
っ
て
い

た
中

ち
ゅ
う

間か
ん

搾さ
く

取し
ゅ

者
の
名
は

記
載
さ
れ
る
こ
と
が
な

く
、
耕
作
者
が
納
め
る
年ね

ん

貢ぐ

は
、
村
が
基
本
単
位
と

な
っ
て
直
接
領
主
に
納

め
る
こ
と
が
徹
底
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
こ
と
に
よ

り
、
古
代
か
ら
長
く
続
い

て
き
た
権
利
が
複
雑
に
絡か

ら

み
合
う
荘

園
制
は
、
完
全
に
終

し
ゅ
う

焉え
ん

を
迎
え
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
検

地
を
太
閤
検
地
と
称
し
て
い
ま
す
。

※
改
易　

所
領
や
屋
敷
な
ど
を
没
収

す
る
こ
と

問
い
合
わ
せ
先　

教
育
委
員
会
文

化
財
課
☎
26-

５
８
３
３
番
、Ｆ
Ａ

Ｘ
26-

５
８
９
９
番
、
Ｅ
メ
ー
ル: 

bunkazai@
m

x.hikone.ed.jp 


